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離
職
者
支
援
の
一
環
と
し
て
、
国
民
健

康
保
険
税
の
軽
減
措
置
を
実
施
し
て
い
ま

す（
こ
の
軽
減
措
置
を
受
け
る
に
は
申
請

が
必
要
で
す
）。

対
象
者

① 

雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者（
倒
産
、

解
雇
な
ど
の
事
業
主
都
合
に
よ
り
離
職

し
た
方
）

　 

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
理
由

欄
に 

11 

12 

21 

22 

31 

32 

の
記
載
が

あ
る
方

② 

特
定
理
由
離
職
者（
雇
用
期
間
満
了
な

ど
に
よ
り
離
職
し
た
方
）

　 

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
理
由

欄
に 

23 

33 

34 

の
記
載
が
あ
る
方

※
離
職
時
点
で
65
歳
未
満
の
方

※ 

令
和
７
年
度
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年

３
月
31
日
以
降
に
離
職
さ
れ
た
方

軽
減
措
置
の
内
容

　
次
の
２
点
に
つ
い
て
、
離
職
日
の
翌
日

か
ら
そ
の
翌
年
度
末
ま
で
の
間
、
前
年
の

給
与
所
得
を
30
／
100
と
し
て
算
定
し
、
負

担
軽
減
を
は
か
り
ま
す
。
た
だ
し
、
世
帯

に
属
す
る
そ
の
ほ
か
の
被
保
険
者
の
所
得

は
通
常
の
額
と
し
て
算
定
し
ま
す
。

・
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定

・
高
額
療
養
費
等
の
所
得
区
分
の
判
定

申
請
の
方
法

　
軽
減
を
受
け
る
に
は
、
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
紛
失
さ
れ

た
場
合
は
、
公
共
職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
）で
再
交
付
を
受
け
た
後
に
住
民

課
ま
た
は
税
務
課
ま
で
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

◇
国
民
健
康
保
険
税
　
減
免
制
度

　
災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
に
よ
り
国
民

健
康
保
険
税
の
支
払
い
が
困
難
な
場
合

は
、
申
請
に
よ
り
減
額
や
免
除
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
早
め
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険

み
ん
な
で
支
え
あ
う

65
歳
未
満
の

非
自
発
的
失
業
者
の
国
民
健
康
保
険
税
が

申
請
に
よ
り
軽
減
算
定
さ
れ
ま
す

国民年金からのお知らせ
国
民
年
金
保
険
料
の
一
部
免
除
の

�

承
認
を
受
け
ら
れ
た
方
へ

保
険
料
の
納
付
が
必
要
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
を
さ

れ
た
方
の
う
ち
、
全
額
免
除
に
該
当
せ

ず
、
一
部
免
除（
４
分
の
３
免
除
・
半
額

免
除
・
４
分
の
１
免
除
）が
承
認
さ
れ
た

方
は
、
免
除
に
該
当
し
な
か
っ
た
部
分
の

保
険
料
を
納
付
さ
れ
な
い
と
未
納
期
間
と

し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
将
来
支
給

さ
れ
る
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め

に
必
要
な
期
間
に
計
算
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
未
納
期
間
が
あ
る
と
ケ
ガ
や
病

気
で「
万
が
一
」の
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
納
期
限
か
ら

２
年
が
経
過
す
る
と
時
効
に
よ
り
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
納
付
書
が
お
手
元
に
な
い
方
は
、
草
津

年
金
事
務
所
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

『
扶
養
親
族
等
申
告
書
』は�

�

期
限
ま
で
に
提
出
し
ま
し
ょ
う

　
老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金

は
、
雑
所
得
と
し
て
所
得
税
の
課
税
対
象

と
さ
れ
て
い
ま
す(

障
害
年
金
や
遺
族
年

金
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
）。

　
課
税
対
象
者
と
な
る
受
給
者
の
方（
65

歳
未
満
の
方
は
１
０
８
万
円
以
上
、
65
歳

以
上
の
方
は
１
５
８
万
円
以
上
）に
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら「
扶
養
親
族
等
申
告

書
」が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
提
出
期
限

ま
で
に
日
本
年
金
機
構
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
こ
の
申
告
に
よ
り
、
翌
年
中
に
受
け
ら

れ
る
年
金
に
か
か
る
所
得
税
の
源
泉
徴
収

税
額
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
提
出
を
忘
れ
る

と
各
種
控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
所
得
税
の

源
泉
徴
収
税
額
が
多
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で

ご
注
意
く

だ
さ
い
。

◆
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免除区分 保険料額
（令和７年度）

３／４免除 月額　4,380円

半額免除 月額　8,760円

１／４免除 月額 13,130円

※ 令 和 7 年 度 国 民 年 金 保 険 料 は 月 額
17,510円です。

※ 月額の計算は、10円未満切り上げです。

９
月
１
日
は
防
災
の
日
で
す

災
害
の
発
生
に
備
え
て
、

�

水
道
水
の
く
み
置
き
を
！

　
予
期
せ
ぬ
災
害
に
よ
り
断
水
と
な
っ
た
場
合
、
復

旧
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
災
害
発
生
時
の
飲
料

水
や
生
活
用
水
の
確
保
と
し
て
、
日
ご
ろ
か
ら
水
道

水
の
く
み
置
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
く
み
置
き
す
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

・ 

く
み
置
き
の
量
は
、
1
日
に
必
要
な
水
の
量
1
人

あ
た
り
３
ℓ
を
最
低
３
日
分
が
目
安
で
す
。

・ 

密
封
性
の
よ
い
容
器
を
選
び
、
中
を
よ
く
洗
っ
て
、

で
き
る
だ
け
空
気
に
触
れ
な
い
よ
う
口
元
ま
で

い
っ
ぱ
い
に
い
れ
て
く
だ
さ
い
。

・ 

浄
水
器
を
通
し
た
り
、
沸
か
し
た
り
す
る
と
、
水

道
水
の
塩
素
消
毒
効
果
が
な
く
な
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
蛇
口
か
ら
注
ぎ
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

日
の
当
た
ら
な
い
涼
し
い
場
所
で
保
管
し
て
く
だ

さ
い（
水
道
水
の
塩
素
の
消
毒
効
果
は
、
直
射
日
光

を
避
け
て
保
存
す
る
と
３
日
程
度
、
冷
蔵
庫
で
保

管
し
た
場
合
は
10
日
程
度
持
続
し
ま
す
）。

・ 

く
み
置
き
し
た
水
を
飲
む
と
き
は
、
雑
菌
が
入
ら

な
い
よ
う
に
直
接
口
を
付
け
ず
、
コ
ッ
プ
な
ど
に

注
い
で
飲
み
ま
し
ょ
う
。

・ 

保
存
期
間
が
過
ぎ
た
ら
、
洗
濯
な
ど
の
生
活
用
水

に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

９
月
10
日
は
下
水
道
の
日

令
和
７
年
度
下
水
道
推
進
標
語

  

水
が
生
き 

暮
ら
し
も
活
き
る 

下
水
道

下
水
道
へ
の
接
続
を

�

お
願
い
し
ま
す
！

　
町
内
の
多
く
の
地
域
で
は
、
公
共
下

水
道
ま
た
は
農
村
下
水
道
が
整
備
さ
れ

て
お
り
、
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
で

台
所
や
お
風
呂
の
排
水
を
下
水
道
管
に

流
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
尿
も
ト
イ

レ
の
水
洗
化
に
よ
り
、
そ
の
ま
ま
下
水

道
管
に
流
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
工
場
や
事
業
所
な
ど
の
排
水

も
、
有
害
物
質
を
除
い
て
下
水
道
管
に

流
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

下
水
道
接
続
の
利
点

～
き
れ
い
な
ま
ち
～

　
生
活
雑
排
水
が
住
宅
の
ま
わ
り
に
た

ま
る
と
、
ハ
エ
や
蚊
の
発
生
や
、
い
や

な
臭
い
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
下
水
道
を
整
備
す
る
こ
と
で
生
活
雑

排
水
を
す
み
や
か
に
流
し
快
適
で
衛
生

的
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

～
資
源
の
有
効
利
用
～

　
下
水
道
に
は
、
水
、
汚
泥
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
再
利
用
で
き
る
資
源
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
省
エ
ネ
や
、
リ
サ
イ

ク
ル
社
会
の
実
現
の
た
め
、
こ
れ
ら
の

活
用
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
下
水
処
理
場
か
ら
出
た
汚
泥
は
、
肥

料
や
歩
道
の
敷
石
な
ど
に
再
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

～
さ
わ
や
か
な
生
活
～

　
し
尿
を
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
に
た
め

て
お
く
こ
と
は
衛
生
的
で
な
く
、
ま
た
、

悪
臭
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
ト
イ
レ
を
水
洗
化
す
る
こ
と
で
、
浄

化
槽
を
通
さ
ず
、
直
接
下
水
道
管
に
流

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
清
潔
で
快
適
な

水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
、
悪
臭
も
な
く
な

り
ま
す
。

～
美
し
い
自
然
～

　
生
活
雑
排
水
な
ど
の
汚
れ
た
水
が
そ

の
ま
ま
流
れ
る
と
、
水
路
や
川
、
や
が

て
湖
ま
で
も
が
汚
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

下
水
道
は
汚
水
を
下
水
道
管
に
集
め
て

運
び
、
処
理
場
で
き
れ
い
に
し
て
か
ら

放
流
す
る
の
で
、
川
や
湖
を
汚
染
か
ら

防
ぎ
、
大
切
な
水
資
源
と
き
れ
い
な
自

然
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
利
点
は
目
に
見
え
な
い
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、
自
然
環
境
や
生
活

環
境
に
良
い
影
響
が
出
て
き
ま
す
。
日

野
町
の
下
水
道
接
続
率
は
、
他
市
町
と

比
べ
る
と
低
い
の
が
現
状
で
す
。
下
水

道
へ
の
接
続
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

（公財）日本下水道協会
ホームページ
下水道について

国土交通省
ホームページ
下水道の日

スイスイ
（下水道マスコット
キャラクター）
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和
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は
、
令
和
６
年

３
月
31
日
以
降
に
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さ
れ
た
方

軽
減
措
置
の
内
容

　
次
の
２
点
に
つ
い
て
、
離
職
日
の
翌
日

か
ら
そ
の
翌
年
度
末
ま
で
の
間
、
前
年
の

給
与
所
得
を
30
／
100
と
し
て
算
定
し
、
負

担
軽
減
を
は
か
り
ま
す
。
た
だ
し
、
世
帯

に
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す
る
そ
の
ほ
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の
被
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険
者
の
所
得
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と
し
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し
ま
す
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の
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の
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軽
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を
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に
は
、
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
紛
失
さ
れ

た
場
合
は
、
公
共
職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
）で
再
交
付
を
受
け
た
後
に
住
民

課
ま
た
は
税
務
課
ま
で
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

◇
国
民
健
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保
険
税
　
減
免
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度

　
災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
に
よ
り
国
民

健
康
保
険
税
の
支
払
い
が
困
難
な
場
合

は
、
申
請
に
よ
り
減
額
や
免
除
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
早
め
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険

み
ん
な
で
支
え
あ
う

65
歳
未
満
の

非
自
発
的
失
業
者
の
国
民
健
康
保
険
税
が

申
請
に
よ
り
軽
減
算
定
さ
れ
ま
す

国民年金からのお知らせ
国
民
年
金
保
険
料
の
一
部
免
除
の

�

承
認
を
受
け
ら
れ
た
方
へ

保
険
料
の
納
付
が
必
要
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
を
さ

れ
た
方
の
う
ち
、
全
額
免
除
に
該
当
せ

ず
、
一
部
免
除（
４
分
の
３
免
除
・
半
額

免
除
・
４
分
の
１
免
除
）が
承
認
さ
れ
た

方
は
、
免
除
に
該
当
し
な
か
っ
た
部
分
の

保
険
料
を
納
付
さ
れ
な
い
と
未
納
期
間
と

し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
将
来
支
給

さ
れ
る
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め

に
必
要
な
期
間
に
計
算
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
未
納
期
間
が
あ
る
と
ケ
ガ
や
病

気
で「
万
が
一
」の
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
納
期
限
か
ら

２
年
が
経
過
す
る
と
時
効
に
よ
り
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
納
付
書
が
お
手
元
に
な
い
方
は
、
草
津

年
金
事
務
所
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

『
扶
養
親
族
等
申
告
書
』は�

�

期
限
ま
で
に
提
出
し
ま
し
ょ
う

　
老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金

は
、
雑
所
得
と
し
て
所
得
税
の
課
税
対
象

と
さ
れ
て
い
ま
す(

障
害
年
金
や
遺
族
年

金
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
）。

　
課
税
対
象
者
と
な
る
受
給
者
の
方（
65

歳
未
満
の
方
は
１
０
８
万
円
以
上
、
65
歳

以
上
の
方
は
１
５
８
万
円
以
上
）に
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら「
扶
養
親
族
等
申
告

書
」が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
提
出
期
限

ま
で
に
日
本
年
金
機
構
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
こ
の
申
告
に
よ
り
、
翌
年
中
に
受
け
ら

れ
る
年
金
に
か
か
る
所
得
税
の
源
泉
徴
収

税
額
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
提
出
を
忘
れ
る

と
各
種
控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
所
得
税
の

源
泉
徴
収
税
額
が
多
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で

ご
注
意
く

だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
草
津
年
金
事
務
所
　
国
民
年
金
課

　
☎
0
7
7-
5
6
7-

2
2
2
0

　
住
民
課
　
保
険
年
金
担
当

　
☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
8
4

免除区分 保険料額
（令和７年度）

３／４免除 月額　4,380円

半額免除 月額　8,760円

１／４免除 月額 13,130円

※ 令 和 7 年 度 国 民 年 金 保 険 料 は 月 額
17,510円です。

※ 月額の計算は、10円未満切り上げです。

９
月
１
日
は
防
災
の
日
で
す

災
害
の
発
生
に
備
え
て
、

�

水
道
水
の
く
み
置
き
を
！

　
予
期
せ
ぬ
災
害
に
よ
り
断
水
と
な
っ
た
場
合
、
復

旧
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
災
害
発
生
時
の
飲
料

水
や
生
活
用
水
の
確
保
と
し
て
、
日
ご
ろ
か
ら
水
道

水
の
く
み
置
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
く
み
置
き
す
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

・ 

く
み
置
き
の
量
は
、
1
日
に
必
要
な
水
の
量
1
人

あ
た
り
３
ℓ
を
最
低
３
日
分
が
目
安
で
す
。

・ 

密
封
性
の
よ
い
容
器
を
選
び
、
中
を
よ
く
洗
っ
て
、

で
き
る
だ
け
空
気
に
触
れ
な
い
よ
う
口
元
ま
で

い
っ
ぱ
い
に
い
れ
て
く
だ
さ
い
。

・ 

浄
水
器
を
通
し
た
り
、
沸
か
し
た
り
す
る
と
、
水

道
水
の
塩
素
消
毒
効
果
が
な
く
な
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
蛇
口
か
ら
注
ぎ
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

日
の
当
た
ら
な
い
涼
し
い
場
所
で
保
管
し
て
く
だ

さ
い（
水
道
水
の
塩
素
の
消
毒
効
果
は
、
直
射
日
光

を
避
け
て
保
存
す
る
と
３
日
程
度
、
冷
蔵
庫
で
保

管
し
た
場
合
は
10
日
程
度
持
続
し
ま
す
）。

・ 

く
み
置
き
し
た
水
を
飲
む
と
き
は
、
雑
菌
が
入
ら

な
い
よ
う
に
直
接
口
を
付
け
ず
、
コ
ッ
プ
な
ど
に

注
い
で
飲
み
ま
し
ょ
う
。

・ 

保
存
期
間
が
過
ぎ
た
ら
、
洗
濯
な
ど
の
生
活
用
水

に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

９
月
10
日
は
下
水
道
の
日

令
和
７
年
度
下
水
道
推
進
標
語

  

水
が
生
き 

暮
ら
し
も
活
き
る 

下
水
道

下
水
道
へ
の
接
続
を

�

お
願
い
し
ま
す
！

　
町
内
の
多
く
の
地
域
で
は
、
公
共
下

水
道
ま
た
は
農
村
下
水
道
が
整
備
さ
れ

て
お
り
、
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
で

台
所
や
お
風
呂
の
排
水
を
下
水
道
管
に

流
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
尿
も
ト
イ

レ
の
水
洗
化
に
よ
り
、
そ
の
ま
ま
下
水

道
管
に
流
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
工
場
や
事
業
所
な
ど
の
排
水

も
、
有
害
物
質
を
除
い
て
下
水
道
管
に

流
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

下
水
道
接
続
の
利
点

～
き
れ
い
な
ま
ち
～

　
生
活
雑
排
水
が
住
宅
の
ま
わ
り
に
た

ま
る
と
、
ハ
エ
や
蚊
の
発
生
や
、
い
や

な
臭
い
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
下
水
道
を
整
備
す
る
こ
と
で
生
活
雑

排
水
を
す
み
や
か
に
流
し
快
適
で
衛
生

的
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

～
資
源
の
有
効
利
用
～

　
下
水
道
に
は
、
水
、
汚
泥
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
再
利
用
で
き
る
資
源
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
省
エ
ネ
や
、
リ
サ
イ

ク
ル
社
会
の
実
現
の
た
め
、
こ
れ
ら
の

活
用
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
下
水
処
理
場
か
ら
出
た
汚
泥
は
、
肥

料
や
歩
道
の
敷
石
な
ど
に
再
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

～
さ
わ
や
か
な
生
活
～

　
し
尿
を
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
に
た
め

て
お
く
こ
と
は
衛
生
的
で
な
く
、
ま
た
、

悪
臭
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
ト
イ
レ
を
水
洗
化
す
る
こ
と
で
、
浄

化
槽
を
通
さ
ず
、
直
接
下
水
道
管
に
流

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
清
潔
で
快
適
な

水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
、
悪
臭
も
な
く
な

り
ま
す
。

～
美
し
い
自
然
～

　
生
活
雑
排
水
な
ど
の
汚
れ
た
水
が
そ

の
ま
ま
流
れ
る
と
、
水
路
や
川
、
や
が

て
湖
ま
で
も
が
汚
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

下
水
道
は
汚
水
を
下
水
道
管
に
集
め
て

運
び
、
処
理
場
で
き
れ
い
に
し
て
か
ら

放
流
す
る
の
で
、
川
や
湖
を
汚
染
か
ら

防
ぎ
、
大
切
な
水
資
源
と
き
れ
い
な
自

然
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
利
点
は
目
に
見
え
な
い
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、
自
然
環
境
や
生
活

環
境
に
良
い
影
響
が
出
て
き
ま
す
。
日

野
町
の
下
水
道
接
続
率
は
、
他
市
町
と

比
べ
る
と
低
い
の
が
現
状
で
す
。
下
水

道
へ
の
接
続
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

（公財）日本下水道協会
ホームページ
下水道について

国土交通省
ホームページ
下水道の日

スイスイ
（下水道マスコット
キャラクター）
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